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３
月

　

３
月
1111
日
午
後
２
時

日
午
後
２
時
4646
分
に
発
生
し
た
、
国
内
の
観
測
史
上
最
大
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
巨
大
地
震
は
、

分
に
発
生
し
た
、
国
内
の
観
測
史
上
最
大
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
巨
大
地
震
は
、

震
度
７
の
非
常
に
激
し
い
揺
れ
と

震
度
７
の
非
常
に
激
し
い
揺
れ
と
1010
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
津
波
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
死
者
・
行
方
不
明
者
合

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
津
波
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
死
者
・
行
方
不
明
者
合

わ
せ
て
２
万
７
千
人
を
超
え
る
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
せ
て
２
万
７
千
人
を
超
え
る
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
福
島
県
は
、
地
震
、
津
波
に
あ
わ
せ
て
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
っ
て
、
放
射
性

　

ま
た
福
島
県
は
、
地
震
、
津
波
に
あ
わ
せ
て
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
っ
て
、
放
射
性

物
質
が
大
気
中
に
放
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
環
境
汚
染
の
問
題
が
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
未
だ
収
束
の
見

物
質
が
大
気
中
に
放
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
環
境
汚
染
の
問
題
が
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
未
だ
収
束
の
見

込
み
も
立
た
ず
、
先
の
見
え
な
い
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

込
み
も
立
た
ず
、
先
の
見
え
な
い
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
も
毎
週
月
曜
日
に
全
員
協
議
会
を
開
い
て
対
策
を
協
議
し
て
お
り
、
一
日
も
早
い
復
旧
に
向
け
全

　

議
会
と
し
て
も
毎
週
月
曜
日
に
全
員
協
議
会
を
開
い
て
対
策
を
協
議
し
て
お
り
、
一
日
も
早
い
復
旧
に
向
け
全

力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

～町民の暮らしを直撃～

3月14日㈪　①開会中の3月定例会の日程を変更
②地震による被害状況の把握
③福島第一原子力発電所で発生した放射能汚染
　への対応について協議

3月17日㈭　①3月定例会の最終日を22日にすることを決定
②福島第一原子力発電所で発生した放射能汚染
　への対応について協議

3月22日㈫　①原発事故に対する意見書を全会一致で可決し、
　政府等の関係機関に送付

3月23日㈬　①東京電力に対し今回の福島第一原子力発電所
　について抗議文を送付
②古川町長あてに今回の災害全般にわたる要請
書を提出

4月 4日㈪　①福島第一原子力発電所で発生した放射能汚染
　への対応について協議

4月11日㈪　①東京電力が謝罪及び事故の経過、現状等につ
　いて説明するため来町
②福島第一原子力発電所で発生した放射能汚染
　への対応について協議

4月18日㈪　①山木屋地区の一部が計画的避難区域に含まれ
　ることを受け、その対応等について協議

議 会 の 対 応

地震により被害を受けた住宅地（東大清水地内）
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抗　議　文
　平成23年３月11日に発生した東日本大震災によ
る東京電力福島第一原子力発電所の放射能汚染事故
に対し、町民を代表し強い怒りを込めて抗議すると
ともに、次の措置を早急に取られるよう要求する。

記
１　放射能汚染による地域住民の健康被害を防止す
るため、東京電力の総力を挙げて福島第一原子
力発電所放射能汚染事故の早期終息をはかるこ
と。

２　放射能汚染により被害を受けるすべての農・畜
産物被害への補償と、経営困難が想定される中
小企業、農家への救済措置を講ずること。

３　放射能汚染による住民の不安解消をはかるため、
早急に大気中及び水道水、地下水等の放射能測
定機器を当町に設置、配備、専門家を常駐させ
ること。

４　緊急事態における避難先及び非難手段について
　　万全の対策を講じておくこと。
５　放射能汚染により、飲料水、食糧、医薬品、燃
料等生活物資の不足が生じているので、責任を
もって供給すること。

平成23年３月23日

東京電力株式会社 代表取締役社長 清水正孝様
福島県伊達郡川俣町議会 議長 佐藤喜三郎

要　請　書
　東日本大震災に係わる川俣町災害対策本部の今後
の方針について、次のとおり要請する。

記
１　放射能汚染により災害対策の長期化が想定され
　　るため、以下の対策をはかること。
⑴　災害対策本部組織機構を見直し、部門別の責
　　任者等を明確にすること。
⑵　対策部門ごとの窓口及び問い合わせ先を住民
　　に広報すること。
⑶　緊急事態における住民の避難先、避難方法等
　　の計画を早期に策定すること。
⑷　大気中及び水道水、井戸水の放射能測定機器
　　を常設し、住民に広報すること。
２　放射能汚染による農・畜産物被害に対する町と
しての対策、方針を策定し、関係機関、農家等
への周知徹底をはかること。

３　経営困難が想定される農家、中小企業への救済
対策の方針を策定し、関係機関等への周知徹底
をはかること。

４　一人暮し高齢者、介護状態にある家庭等の実情
を早期に調査し、食料、医薬品等の供給体制を
確立すること。

５　他市町村避難民の長期滞在が想定されるため、
町営住宅、仮設住宅の建設等、方針を明確にす
ること。

６　住民の電話による問い合せについては、役場の
　　電話交換で対応できる体制を構築すること。
７　庁舎崩壊の恐れがあるため、庁舎機能の全面移
　　設について早急に方針を固め実行すること。
平成23年３月23日

川俣町長　古川道郎様
川俣町議会議長　佐藤喜三郎

原発事故について謝罪する東京電力地震で大きく割れた農地（山木屋坂下地内）
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反
対
討
論

　

国
保
税
を
払
い
た
く
て
も

払
え
な
い
町
民
が
た
く
さ
ん

い
る
の
に
、
大
幅
な
国
保
税

の
値
上
げ
に
つ
な
が
る
予
算

は
認
め
ら
れ
な
い
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

賛
成
討
論

　

な
し
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。

4

　

平
成
23
年
度
の
町
の
予
算

は
、
「
第
５
次
川
俣
町
振
興

計
画
」
に
掲
げ
た
目
標
を
実

現
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
財

源
を
効
果
的
に
配
分
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、
老

朽
化
し
た
火
葬
場
を
建
設
す

る
た
め
の
基
金
の
積
み
立
て

や
、
空
き
店
舗
を
有
効
活
用

す
る
た
め
の
改
修
費
、「
お

じ
ま
ふ
る
さ
と
交
流
館
」
と

「
羽
山
の
森
美
術
館
」

の
運
営
費
な
ど
が
措

置
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

川
俣
光
風
園

と
桑
折
緑
風
園
は
、

４
月
か
ら
広
域
行
政

事
務
組
合
の
手
を
離

れ
、
法
人
に
運
営
移

譲
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
た
が
、
今

回
の
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
被
害
を
受
け

た
部
分
の
修
繕
は
ど

の
よ
う
に
取
り
扱
う
の
か
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

川
俣
光
風
園
に
つ
い
て

は
そ
れ
程
被
害
は
な
い
と
聞

い
て
い
ま
す
が
、
被
害
は
運

営
移
譲
前
に
発
生
し
た
も
の

で
あ
り
、
責
任
を
持
っ
て
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

（
古
川
町
長
）

　
　
　

富
田
幼
稚
園
は
耐
震

工
事
を
完
了
し
た
ば
か
り
だ

が
、
な
ぜ
修
繕
工
事
の
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
る
の
か
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
工
事
を
行
う
も
の
で
す
。

（
こ
ど
も
教
育
課
長
）

　
　
　

屋
根
の
瓦
が
落
ち
る

な
ど
住
宅
の
被
害
が
か
な
り

見
受
け
ら
れ
る
。
町
と
し
て

ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
る
つ

も
り
な
の
か
。

（
石
河
清
議
員
）

　
　

予
算
を
し
っ
か
り
確
保

し
、
総
合
的
な
対
策
を
講
じ

て
い
く
考
え
で
す
。

（
古
川
町
長
）

総額56億900万円 前年度と比べ3億3500万円 5.6％減額

 

３
月
定
例
会
は
、
３
月
10
日
に
開
会
し
ま
し
た
が
、

同
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
未
曾
有
の
被

害
に
対
し
、
議
会
と
し
て
も
全
力
を
挙
げ
て
対
応
す

る
た
め
、
会
期
を
３
月
22
日
ま
で
と
し
、
開
催
し
ま

し
た
。当

初
予
算

　
　
　

国
保
税
を
上
げ
れ
ば
、

町
民
の
暮
ら
し
は
大
変
な
こ

と
に
な
る
。
な
ん
と
か
上
げ

ず
に
済
む
方
法
は
な
い
の
か
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

医
療
費
が
伸
び
て
い
る

こ
と
か
ら
、
国
保
税
の
引
き

上
げ
は
止
む
を
得
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

（
保
健
福
祉
課
長
）

　
　
　

本
来
国
保
会
計
に
支

出
す
べ
き
金
額
く
ら
い
は
一

般
会
計
か
ら
国
保
会
計
に
支

出
し
、
国
保
税
を
軽
減
で
き

な
い
か
。（

高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

一
般
会
計
も
含
め
た
総

合
的
な
予
算
の
中
で
、
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。　

（
古
川
町
長
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

賛
成
し
た
議
員

高
橋
真
一
郎
、
鴫
原
利
光

高
橋
道
也
、
菅
野
清
一

斎
藤
博
美
、
昆
久
美
子

菅
野
意
美
子
、
新
関
善
三

三
浦
浩
一
、
五
十
嵐
謙
吉

高
野
善
兵
衛

以
上
11
人

反
対
し
た
議
員

黒
沢
敏
雄
、
高
橋
道
弘

石
河
清
、
遠
藤
宗
弘

以
上
４
人

質
問

答

質
問

答質
問

答

討
論

《
採
決
》

質
問

答質
問

答

災害状況について報告する古川町長
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に
情
報
を
公
開
す
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

井
戸
水
に
つ
い
て
も
検

5

　
　
　

平
成
22
年
度
は
基
金

を
取
り
崩
し
て
何
と
か
乗
り

切
っ
た
が
、
こ
の
状
態
で
平

成
23
年
度
は
大
丈
夫
な
の
か
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

県
の
財
政
安
定
化
基
金

を
活
用
す
る
こ
と
で
考
え
て

い
ま
す
。（

保
健
福
祉
課
長
）

3月定例会
2日間で終了

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

　
　
　

町
の
水
道
水
か
ら
放

射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
た
こ

と
に
町
民
は
大
き
な
不
安
を

抱
い
て
い
る
が
、
町
と
し
て

ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て

い
る
の
か
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

町
民
の
安
全
・
安
心
を

水
道
事
業
会
計
予
算

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

補
正
予
算

　
　
　

今
回
の
補
正
は
、
交

付
税
措
置
額
を
全
額
見
込
む

た
め
に
行
う
も
の
な
の
か
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

交
付
税
措
置
額
は
全
額

見
込
む
と
の
ル
ー
ル
に
従
い
、

今
回
額
が
確
定
し
た
こ
と
に

よ
り
補
正
す
る
も
の
で
す
。

（
保
健
福
祉
課
長
）

予
算
の
補
正

質
問

答

質
問

答

　
　
　

中
山
工
業
団
地
の
土

地
売
買
の
件
は
、
ど
こ
ま
で

話
が
進
ん
で
い
る
の
か
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

現
状
で
は
、
ま
だ
買
い

取
る
と
い
う
話
し
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。（

古
川
町
長
）

工
業
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計
予
算

質
問

答

　
　
　

今
回
の
災
害
に
よ
る

財
政
的
な
問
題
で
、
奨
学
資

金
を
希
望
す
る
家
庭
も
出
て

く
る
と
思
う
が
、
追
加
要
望

を
受
け
付
け
る
考
え
は
な
い

の
か
。
（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

進
学
状
況
や
生
活
状
況

な
ど
を
し
っ
か
り
調
査
し
、

奨
学
資
金
特
別
会
計
予
算

質
問

答

査
を
実
施
し
、
町
民
の
皆
様

に
お
知
ら
せ
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
（
古
川
町
長
）

　
　
　

簡
易
水
道
の
放
射
線

測
定
値
は
い
く
ら
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

現
在
、
千
葉
県
の
検
査

機
関
に
検
査
を
依
頼
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
結
果
が

出
次
第
公
表
す
る
考
え
で
す
。

（
建
設
水
道
課
長
）

　
　
　

町
民
の
４
割
近
く
は

井
戸
水
を
利
用
し
て
い
る
。

井
戸
水
の
検
査
も
行
い
町
民

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

質
問

答

●
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の

　

改
正

　
　
　

道
路
占
用
料
を
引
き

下
げ
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
理

由
は
何
か
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

国
及
び
県
が
料
金
を
見

直
し
た
こ
と
か
ら
、
町
も
そ

れ
に
準
じ
て
改
正
す
る
も
の

で
す
。
（
建
設
水
道
課
長
）

条
例
の
改
正
等

質
問

答 検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。（

こ
ど
も
教
育
課
長
）

守
っ
て
い
く
た
め
に
も
測
定

値
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
ま
す
。

（
古
川
町
長
）

の
よ
う
な
支
援
を
考
え
て
い

る
の
か
。（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

一
人
暮
し
の
方
の
安
否

確
認
も
含
め
て
、
き
め
細
か

な
対
応
を
図
っ
て
い
く
考
え

で
す
。　
　

（
古
川
町
長
）

●
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

　

予
算

　
　
　

今
回
の
災
害
で
、
介

護
を
必
要
と
し
て
い
る
方
や

一
人
暮
し
の
老
人
が
大
変
な

思
い
を
し
て
い
る
。
町
は
ど

質
問

答

答

質
問

答

質
問
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今
議
会
の
請
願
・
陳
情
は
７
件
で
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
委
員
会
で
審
査
し
た
結
果
、

２
件
が
継
続
審
査
、
１
件
が
趣
旨
採
択
と
な
っ
た
他
は
す
べ
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
採
択
に
な
っ
た
請
願
等
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
に
そ
れ
ぞ
れ
意
見
書
を

送
付
し
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

●
飯
坂
・
谷
沢
集
会
所
改
善
に
関
す

　

る
請
願
書

◆
請
願
者

川
俣
町
飯
坂
字
下
谷
沢
38―
３

菅
野　

文
吉　

外
５
名

◆
紹
介
議
員　
　
　
　

高
橋
真
一
郎

●
別
名
に
化
け
た
外
国
人
参
政
権
へ

　

の
警
戒
を
求
め
る
陳
情

◆
陳
情
者

福
島
市
矢
剣
町
11―

３星
野　

節
子

●
保
育
制
度
改
革
に
関
す
る
意
見
書

　

提
出
を
求
め
る
陳
情
書

◆
陳
情
者

福
島
市
渡
利
字
大
豆
塚
７

（
さ
く
ら
保
育
園
気
付
）

福
島
県
保
育
連
絡
会

代
表　

大
宮　

勇
雄

産
業
建
設
常
任
委
員
会

●
舘
地
区
舘
線
の
町
道
認
定
拡
幅
改

　

良
整
備
に
関
す
る
請
願
書

◆
請
願
者

川
俣
町
字
舘
53―

６

斉
藤　

金
治　

外
14
名

◆
紹
介
議
員

新
関　

善
三　
　

斎
藤　

博
美

●
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と

早
期
発
効
を
求
め
る
意
見
書
提
出

の
請
願
に
つ
い
て

◆
請
願
者

伊
達
市
保
原
町
字
舟
橋
180

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福
島
県

連
合
会
伊
達
地
区
連
合
会

議
長　

萩
原　

善
徳

◆
紹
介
議
員

斎
藤　

博
美　
　

高
橋
真
一
郎

●
山
木
屋
長
橋
地
内
町
道
認
定
に
関

　

す
る
請
願
書

◆
請
願
者

　

川
俣
町
山
木
屋
字
長
橋
23

代
表　

広
野　

新
市　

外
１
名

◆
紹
介
議
員　
　
　
　

菅
野　

清
一

厚
生
常
任
委
員
会

●
発
達
障
害
児
・
者
の
就
労
支
援
を

　

求
め
る
陳
情
書

◆
陳
情
者

福
島
市
方
木
田
字
水
戸
内
８―

10

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ス
ロ
ー
エ

ク
ス
プ
レ
ス理

事
長　

渡
邉　

典
子

副
理
事
長　

谷
津　

孝
子

陳
情　

趣
旨
採
択

谷沢集会所（飯坂地区）

請
願　

採
択

陳
情　

継
続
審
査

請
願　

採
択
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福島県最低賃金の引き上げと
早期発効を求める意見書

東京電力福島第一原子力発電所
原発事故に対する意見書

　平成23年３月11日に発生した、東日本大震
災による福島第一原子力発電所の放射能汚染被
害に対し、次の措置を取られるよう強く要望す
る。

記
１　放射能汚染による地域住民の健康被害を防
　止するため、万全の対策を講ずること。
２　すべての農・畜産物に対する所得を補償す
　ること。
３　経営困難が想定される農家・中小企業の救
　済措置をすること。
４　放射能汚染地域の地方自治体に対し、全面
　的な財政措置を講ずること。
５　福島県のすべての原子力発電所を廃止する
　こと。
以上、地方自治法第99条の規定により意見書
を提出する。
　平成23年３月22日

内閣総理大臣　菅　　直人 様
総 務 大 臣　片山　善博 様
財 務 大 臣　野田　佳彦 様
厚生労働大臣　細川　律夫 様
農林水産大臣　鹿野　道彦 様
経済産業大臣　海江田万里 様
福島県知事　佐藤　雄平 様

福島県伊達郡川俣町議会

　最低賃金制度は、非正規労働者を含むすべての労働
者賃金の最低額を法律により保証するものであり、毎
年、中央最低賃金審議会が作成する「目安額」を参考
に各都道府県最低賃金審議会の審議を経て、地域別最
低賃金を決定することとされている。
　この最低賃金の引き上げについては、昨年６月、
政労使の代表からなる「雇用戦略対話」において、
2020年までの目標として「できるだけ早い時期に全
国最低800円（時間額）を確保し、景気状況に配慮し
つつ、全国平均1,000円を目指す」ことで合意された。
　しかし、現在の福島県最低賃金は、時間額で657円
となっており、この金額は政労使が合意し、目標とし
て掲げた最低額と大きく乖離しているとともに、その
水準は全国順位で31位と低位にあり、県内労働者の
賃金水準や経済状況などと比較しても極めて低いもの
となっている。
　このような最低賃金の水準では、県内の中小・零細
企業で働く人たちや非正規労働者などの生活改善は望
めないばかりか、最低限の生活を営む事さえも難しい
状況であり、本県の貴重な労働力を他県に流出させる
ことにもなる。
　よって、本町議会は福島県の一層の発展を図るため、
福島県最低賃金に関する、次の事項について強く要望
する。
１　福島県の最低賃金を、「雇用戦略対話」における
　政労使合意内容に沿った引き上げとすること。
２　一般労働者の賃金引上げが４月であることから、
　福島県最低賃金の改定　諮問を早期に行い発行日を
　早めること。
以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出
する。
　平成23年３月22日
内閣総理大臣　菅　　直人 様
厚生労働大臣　細川　律夫 様
福島労働局長　絹谷　國雄 様

福島県伊達郡川俣町議会

東京電力福島第一原子力発電所（事故発生前）

都道府県名
北海道
青　森
岩　手
宮　城
秋　田
山　形
福　島
茨　城
栃　木
群　馬
埼　玉
千　葉
東　京
神奈川
新　潟
富　山
石　川
福　井
山　梨
長　野
岐　阜
静　岡
愛　知
三　重

金　　額
６９１
６４５
６４４
６７４
６４５
６４５
６５７
６９０
６９７
６８８
７５０
７４４
８２１
８１８
６８１
６９１
６８６
６８３
６８９
６９３
７０６
７２５
７４５
７１４

都道府県名
滋　賀
京　都
大　阪
兵　庫
奈　良
和歌山
鳥　取
島　根
岡　山
広　島
山　口
徳　島
香　川
愛　媛
高　知
福　岡
佐　賀
長　崎
熊　本
大　分
宮　崎
鹿児島
沖　縄

全国加重平均

金　　額
７０６
７４９
７７９
７３４
６９１
６８４
６４２
６４２
６８３
７０４
６８１
６４５
６６４
６４４
６４２
６９２
６４２
６４２
６４３
６４３
６４２
６４２
６４２
７３０

平成22年度地域別最低賃金 （単位：円）
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民
営
化
の
後
も
支
障

な
く
運
営
し
て
い
く
た
め
に

は
、
や
は
り
町
の
支
援
が
必

要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

（
新
関
善
三
議
員
）

　
　

高
齢
化
が
進
む
中
、
光

風
園
の
よ
う
な
施
設
は
不
可

欠
で
あ
り
、
関
係
す
る
２
市

　
　
　

納
入
業
者
と
の
取
り

引
き
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
黒
沢
敏
雄
議
員
）

　
　

現
在
の
納
入
業
者
に
引

き
続
き
納
入
し
て
も
ら
う
こ

と
で
確
認
し
て
い
ま
す
。

（
古
川
町
長
）

反
対
討
論

●
川
俣
光
風
園
は
現
代
の
基

準
に
合
わ
な
い
施
設
に
な
っ

て
お
り
、
今
後
を
考
え
れ
ば

改
築
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は

明
白
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
当
局
は
簡
単
な

改
修
の
み
で
済
ま
せ
よ
う
と

し
て
お
り
、
利
用
者
の
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。
よ
っ
て

広
域
行
政
事
務
組
合
の
解
散

に
反
対
す
る
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

●
こ
れ
か
ら
も
広
域
連
携
が

必
要
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、
川
俣
光
風
園
に
つ

い
て
は
広
域
行
政
事
務
組
合

が
責
任
を
持
っ
て
改
築
し
て

か
ら
民
間
に
移
譲
す
べ
き
で

あ
る
。
よ
っ
て
広
域
行
政
事

務
組
合
の
解
散
に
反
対
す
る
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

３
町
で
し
っ
か
り
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

ま
す
。　
　

（
古
川
町
長
）

　
　
　

立
地
町
の
責
任
を
果

た
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
光

風
園
を
支
え
て
い
く
気
が
あ

れ
ば
、
基
本
協
定
書
に
そ
の

事
を
明
記
し
受
託
法
人
と
契

約
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

立
地
町
だ
け
で
は
な
く
、

関
係
す
る
２
市
３
町
が
連
携

し
て
支
え
て
い
く
こ
と
が
一

番
だ
と
考
え
ま
す
。

（
古
川
町
長
）

　

１
月
27
日
の
第
２
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
12
月
議

会
で
否
決
さ
れ
た
川
俣
光
風
園
の
民
営
化
に
関
す
る

議
案
が
再
度
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
慎
重
に
審

議
し
た
結
果
、
３
議
案
と
も
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。●

福
島
地
方
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約

　

の
変
更
に
つ
い
て

●
福
島
地
方
広
域
行
政
事
務
組
合
の
解

　

散
に
つ
い
て

●
福
島
地
方
広
域
行
政
事
務
組
合
の
解

　

散
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

可決された3議案

賛
成
討
論

●
広
域
行
政
事
務
組
合
の
解

散
に
つ
い
て
は
、
国
が
行
財

政
改
革
を
進
め
る
中
で
広
域

行
政
に
対
す
る
方
針
が
変
更

に
な
っ
た
た
め
に
出
て
き
た

も
の
で
あ
り
、
あ
る
意
味
止

む
を
得
な
い
面
が
あ
る
と
思

う
の
で
賛
成
す
る
。

（
昆
久
美
子
議
員
）

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
し
た
議
員

高
橋
真
一
郎
、
高
橋
道
也

斎
藤
博
美
、
昆
久
美
子

菅
野
意
美
子
、
黒
沢
敏
雄

五
十
嵐
謙
吉
、
高
野
善
兵

衛　
　
　
　
　

以
上
８
人

反
対
し
た
議
員

高
橋
道
弘
、
鴫
原
利
光

菅
野
清
一
、
新
関
善
三

三
浦
浩
一
、
石
河
清

遠
藤
宗
弘　
　

以
上
７
人

質
問

答

質
問

質
問

答

討
論

《
採
決
》

答

8

民営化が決定
した川俣光風

園
民営化が決定

した川俣光風
園

川
俣
光
風
園
の
民
営
化
を
可
決
！

川
俣
光
風
園
の
民
営
化
を
可
決
！

川
俣
光
風
園
の
民
営
化
を
可
決
！

再
審
議
の
結
果

再
審
議
の
結
果

川俣光風園
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　東北地方太平洋沖地震で大きな被害を受けた自治体について、４月予定の統一地方
選を延期させる特例法が３月18日、参院本会議で可決、成立しました。
　川俣町も延期の指定を受け、４月に予定されていた県議会議員一般選挙、町議会議
員一般選挙についても延期されました。
　どの程度延期されるかは、被災の状況に応じて２～６カ月の範囲内で政令で定める
日とされており、現時点では未定です。

9

統一地方選
臨時特例法が成立!

川俣町も対象に

川俣町議会議員一般選挙

福島県議会議員一般選挙

平成19年4月30日～特例選挙期日の前日まで

平成19年4月30日～特例選挙期日の前日まで

　

去
る
２
月
26
日
に
福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
席
上
、
全
国
町
村

議
長
会
よ
り
、
次
の
３
人
の
方
々
が
、
地
方
自
治
の

振
興
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

●
自
治
功
労
者

石　

河　
　
　

清
議
員

※
議
員
と
し
て
27
年
以
上
在
職

黒　

沢　

敏　

雄
議
員

佐　

藤　

喜
三
郎
議
員

※
議
員
と
し
て
15
年
以
上
在
職

未　　定

未　　定

選　　　挙　　　名 任　　　　　　　　　　　期投票日

延期された選挙

表彰された皆さん
（右から）黒沢敏雄議員、石河清議員

佐藤喜三郎議員
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国保税の引き下げを求める
国保税負担の公平性を図ります

福
島
地
方
広
域
行
政

事
務
組
合
の
解
散
に

よ
り
１
億
円
程
度
の
積
立
金

が
町
に
入
っ
て
く
る
が
、
こ

れ
を
国
保
基
金
に
入
れ
て
国

保
税
を
引
き
下
げ
る
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

国
保
税
に
つ
い
て
は
、

特
別
会
計
で
運
営
し

て
い
る
と
い
う
点
も
十
分
踏

ま
え
て
、
国
に
対
し
国
保
財

政
安
定
の
た
め
の
国
庫
負
担

な
ど
の
引
き
上
げ
を
要
求
し

て
い
く
と
と
も
に
、
国
保
税

の
滞
納
者
に
対
す
る
的
確
な

対
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
国
保
被
保
険
者
の
負
担

の
公
平
性
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問国民健康保険給付費支払基金残高

0

20000

40000

60000

80000

100000

120000
109,980

100,466

63,737

23,454

3,450

（単位：千円）

H18 H19 H20 H21 H22

町
長

光
通
信
の
有
効
活
用
を

多
方
面
で
の
利
活
用
を
検
討
し
ま
す整備が進む光通信網

２
億
２
０
０
０
万
円

も
の
費
用
を
か
け
て

光
通
信
網
が
整
備
さ
れ
た
が
、

有
効
に
活
用
す
る
と
い
う
姿

勢
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。
議

会
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
て
議
会
の
公
開
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に

も
予
算
を
つ
け
な
い
な
ど
、

当
局
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

光
通
信
網
の
整
備
は

あ
く
ま
で
も
通
信
基

盤
の
整
備
で
あ
り
、
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
環
境
は
、
そ
れ
自

体
が
何
か
目
的
を
達
成
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て
は

超
高
速
な
光
通
信
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
行
政
課
題
の
解

決
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
教
育
・

医
療
・
福
祉
、
そ
し
て
産
業

振
興
・
防
災
や
防
犯
な
ど
の

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
な

ど
、
多
方
面
で
の
利
活
用
を

検
討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

質
問

町
長

遠 藤 宗 弘 議員
えん　どう　むね　ひろ
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　東日本大震災及び原発事故を受け一般質問を通告していた議員８人が通告を取り
下げました。

一般質問を取り下げた議員
〈東日本大震災及び原発事故を受け〉

１．平成23年度予算から協働のまちづくりの本気度を問う
２．中丁の街なか駐車場付近に「まちの駅」を整備してはどうか

昆　　久 美 子

１．住宅リフォーム助成制度の創設で地域活性化を石　河　　　清

鴫　原　利　光
１．中心市街地歩道下の水路の管理について
２．新築住宅に現在の対象要綱とは別に奨励金を支給してはどうか

１．高齢化社会の進行に伴う対応と対策について質す新　関　善　三

高　橋　真一郎
１．福祉の施策について
２．地域の再生策は

１．川俣光風園等の民間委譲に伴う諸課題は解決したのか
２．国保税・介護保険料の低減策は講じないのか

高　橋　道　弘

斎　藤　博　美
１．新学習指導要領について
２．羽山の森美術館について
３．介護福祉士の養成について

黒　沢　敏　雄
１．後期高齢者の検診事業の状況は
２．環太平洋連携協定について

質　　問　　者 質　　　　問　　　　内　　　　容



西福沢西福沢

高 橋 孝 一高 橋 孝 一さんさん

羽　田羽　田

豊 川 哲 男豊 川 哲 男さんさん

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
は
、
大
震
災
に
よ
る
被
害

は
他
の
地
域
に
比
べ
局
地
的
な
も

の
で
し
た
が
、
原
発
事
故
に
よ
る

放
射
性
物
質
の
拡
散
は
、
川
俣
町

の
空
気
と
土
壌
を
汚
染
し
、
町
民

の
暮
ら
し
と
健
康
を
脅
か
し
て
お

り
、
町
の
存
亡
に
か
か
わ
る
人
災

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

原
発
事
故
以
降
、
議
会
は
毎
週

全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
皆
様
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
・
課
題
を
町

の
災
害
対
策
に
反
映
さ
せ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
町
民
皆

様
の
不
安
を
払
拭
す
る
ま
で
の
取

り
組
み
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

徹
底
し
た
情
報
公
開
、
避
難
計
画

の
早
期
策
定
、
補
償
問
題
等
の
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
の
任
期
は
、
特
例
法
に
よ

り
２
カ
月
〜
６
カ
月
間
延
長
さ
れ

ま
し
た
。
議
会
は
原
発
事
故
へ
の

対
策
と
、
大
震
災
に
よ
る
被
害
の

復
旧
に
全
力
を
傾
注
い
た
し
ま
す

の
で
、
皆
様
の
声
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

今
こ
そ
声
を
か
け
合
い
、
共
に

支
え
あ
っ
て
、
難
局
を
乗
り
越
え

ま
し
ょ
う
。　
　
　
（
高
橋
道
弘
）

◇
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
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委
員
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長　
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かわまた議会だより　第137号
●皆様の議会傍聴お待ちしています●

　３月11日に発生した東日本大震災は、地
震、津波、原発事故と未曾有の被害と恐怖を
もたらしました。
　当、川俣町は原発事故による放射能の恐怖
と影響に悩まされています。農作物、畜産、
産業への直接被害、風評被害、更には山木屋
地区の「計画的避難区域」指定と、川俣町が
受けた被害は町の存亡の危機といっても過言
ではありません。
　このような中、日夜頑張っておられる町長
をはじめとする職員の皆様、町民の代表であ
る町議会の皆様のご苦労に感謝の念でいっぱ
いであります。
　原発被害により、統一地方選挙の町議会議
員選挙も特例により延期となりました。正常
な状態で選挙が行われ、議員の皆様には活気
ある川俣町のまちづくりに専念していただき
たかったと悔やまれます。
　山積する問題解決には時間もかかるものと
思われますが、今こそ町民も町も議会も一丸
となって、川俣の底力を発揮する時だと強く
感じます。

川俣の底力を
発揮する時

大震災・
原発問題に思う

　世界第２位の経済大国だった日本も少子高
齢化となり、国は衰退を歩んでいる。
　そして今回の大震災、原子力は絶対安全だ
といって安全対策ばかり優先させ、非常時の
対策を打ってこなかった。想定外とは言うけ
れど、明治三陸地震の津波は38．2ｍだった。
教訓はあったはず。それを許してきた政府、
いまさら東電が、政府の原子力政策が悪いと
いってももう始まらない。政治・経済のあり
方、日本の進むべき方向、何もかもがおかし
い。
　国を守るために、東電社員、警察、自衛隊、
消防の皆さんが放射能の恐怖と闘いながら頑
張っているのに、総理の退陣を要求している
野党、今まで原子力政策をしっかりやってこ
なかったあなた方にも大きな責任がある。
　いま政権を批判している場合ですか、与党
も野党もない、全員与党で子供たちの将来の
ため、この国をどう復興するか、日本という
国を再生させる責任がある。

編
集
後
記

編
集
後
記


